
NK・NJの推論規則

• NKの推論規則は，以下の規則全てである．

• NJの推論規則は，以下の規則から 背理法 を除いたものである．
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背理法 (NKのみ)
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等号の公理・算術の公理

等号の公理

=ref
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t1 = s1 · · · tn = sn
=term
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算術の公理

• ロビンソン算術Qは，以下の (Q1)∼(Q8)公理として持つ

• ペアノ算術PAは，以下の (Q1)∼(Q8)および (ind)を公理として持つ

(Q1) ∀x.
[
s(x) ̸= 0

]
．

(Q2) ∀x.∀y.
[(
s(x) = s(y)

)
→ x = y

]
．

(Q3) ∀x.
[
x ̸= 0 → ∃y.

(
x = s(y)

)]
．

(Q4) ∀x.
[
x+ 0 = x

]
．

(Q5) ∀x.∀y.
[
x+ s(y) = s(x+ y)

]
．

(Q6) ∀x.∀y.
[
x · 0 = 0

]
．

(Q7) ∀x.∀y.
[
x · s(y) = (x · y) + x

]
．

(Q8) ∀x.∀y.
[
x ≤ y ↔ (∃z.z + x = y)

]
．

(ind) φ(0) ∧
[
∀x.

(
φ(x) → φ(s(x))

)
→ ∀x.φ(x)

]
ただし，φ(x)は，xを自由変数として含む算術の論理式である．


